今から 三年 前の ことで ある。 ブレスト 発の 列車が レ 

ンヌ 駅に 著いた 時、 その 一 貨車の 扉の 破壊され ている 

の が 見出だ された。 この 貨車 はブ レジ リアの 富豪 ス パ 

ルミ ェント 大佐の 借 切った もので、 中には 綴れ錦の 壁 

布 を 入れた 箱が いくつ も 積 込まれて いたが、 箱の 一 つ 

は 破られて、 中の 錦の 一枚が なくなつ ていた。 

ス パルミエ ント 大佐 は、 夫人と 一緒に 同じ 列車に 

乗って いたが、 これ を 知る と、 鉄道会社に 談判 を 持ち 

込んで、 一 枚が 盗まれても 他の物の 値 打まで 非常に K 



るから とて、 莫大の 損害賠償 を 請求した。 

問題 は 起った。 警察 は 犯人の 捜索に 主力 を 集中した。 

鉄道会社 でも 少なからぬ 懸賞金 を 投じて これに 声援し 

た。 

この 騒ぎの 真中の 警視庁へ、 一 通の 手紙が まい 込ん 

だ。 開いて みると、 今回の 窃盗 事件 はァ ルセ— ヌ • ル 

ぞう ひん 

パンの 指揮の 下に 行われ、 贓 品は翌 〔# 「翌」 は 底本で 

は 「習 匕 日 北アメリカへ 向けて 送られた。 という 文面 

である。 警視庁 は 俄に 活動 を 進めた。 同夜 サン ラ 

ザ ー ル 停車 塲で、 一 刑事の ために 彼の 錦が 一 行李の 中 

から 発見され た。 



保険会社の 方で は、 それに もな おあき 足らず 三人の 

探偵 を 選んで、 給料 は 先 払と し、 夜になる と、 この 邸 

の 階下に あって 警戒 させた。 三人の 探偵 は 経験 も あり 

しゅれん 

手練の 刑事で、 ルバン を 仇敵の ように 思って いる 者ば 

かりであった。 

大佐 邸の 使用人 は、 長年 使い なれて その 性質 はわ 

かってい るので、 大佐 〔# 「佐」 は 底本で は 「佑 匕 が こ 

れを 保証した。 

こうして 絶対に 盗難の 憂 をな くす るた め、 ほとんど 

要塞の ように 厳重な 設備が 出来上が つたので、 大佐 は 

いよいよ 邸宅 改築の 披露 を 兼ね、 自慢の つづれの 錦 を 



いっせきち き 

展観させる ベく 一夕 知己 を 招いた。 集まった 人々 は、 

大佐の 入会して いる クラブの 会員、 婦人、 新聞記者、 

好事家、 美術 批評家と いう 風に 種々 雑多な 人々 であつ 

た。 

客 は 門 を 入る や 否や、 まるで 監獄へ でも 投げ こまれ 

たように 思わせられた。 階段の 下に は 例の 三人の 刑事 

が、 仁王 立に なって いて、 するどい 眼 玉をギ 口つ かせ、 

いちいち 客から 招待状 を 受取り、 おまけに 迂 散く さそ 

うに ジロジ 口 顔 を 見た。 ほとんど 身体 検査 をされ、 指 

ま 、-, 

紋を とられん ばかりで ある。 蟻の 這 入る 隙間 もない と 

はこの 事であった。 



綴れの 錦が 陳列され てあつた。 

錦と いうの は、 ウィリアム 征服 王に 従って 来た 武士 

の 子孫が、 十六 世紀の 頃 アラスの 名工 ェジェ ハン -ゴ 

セットに 織らせた もので、 織り出された 図 は 英国 征服 

史 である。 それが 五 百年 後、 英国の ある 古城から 発見 

された ので ある。 それ を 大佐 はどうし たもの かわず か 

五 万 フランで 買 入れた の だとい うが、 実際 の 値段 は 十 

倍 以上 も ある もので あ つ た。 

十二 枚の 中、 一等 美しくて 立派な もの は、 かって ル 

パンに 盗まれて、 再び取り かえした ものである。 それ 

に は ウィリアム 征服 王の 軍に 踏み破られた ハス チン グ 



れる とも 見えた。 ああ 絶望の 微笑 をう かべた 横顔、 そ 

れ はまこと に 世に も 類いな き 哀れ さであった。 

『何とい う 悲しい 微笑でしょう！ そして 何と 〔# 

「と」 は 底本で は 欠落 U いう 美しい 微笑でしょう！ スパ 

ルミ ェ ント さん。 何だか 奥様 を 思わせる ような 顔 付で 

はありません か。』 

一 批評家 はふと こう 言った。 他の 人々 は それ を 熱心 

に 聞いて いた。 

『まったくで すね。 私 もす ぐそう 思い ましたよ。 あの 

首筋の しなやかな 曲線、 その 細い 手、 横顔と いい、 姿 

といい、 物腰と いい、 どうも 似通って いますね。』 



なりません な。 ハ ハハハ ハ。』 

大佐 は 大口 を 開けて 笑った が、 〔#「」 は 底本で は 「。匕 

その 笑声 は 決して 陽気な ものではなかった。 この 後 こ 

の 夜の 事が 話題に 上った 時、 人々 はこの 時の 事 を 思い 

出して、 お 互に ハタと 声 を 呑んで 息を殺し たという こ 

とで ある。 この 時の 来客 は、 一人と して この 冗談に 答 

える ことが 出来なかった。 

しばらくして 一 人が この 不吉な 冗談 を 打消す ように、 

『でも、 ス パルミエ ント さん。 あなた は ハロルド とい 

う 名前で はない じゃありません か。』 〔# 「』」 は 底本で は 

欠落〕 と 言った。 



大 K は央、 舌に、 

『そうです。 私 は ハロルドと は 言いません。 そして ハ 

口 ルド 王 に似てい る 所 は 少しもないでしょう。 だから 

この 点 は 安心です よ。』 

と、 この 大佐の 言葉の 終る の を 待って いたよう に、 

窓の 方に あって、 俄然と して 一 声 強く はげしい 電鈴が 

鳴り ひびいた。 同時に ス パルミエ ント 夫人 は キヤ ッと 

叫んで 夫の 腕に 倒れる ようにす がりつ いた。 

『どうした？ どうした？』 と 大佐 は 夫人 を 抱きしめ 

た。 

来客 一同 も、 思わず 水 を 浴びた ように 固くなって、 



とが 出来た。 

まもなく 自分に 返った 大佐 は、 気 をと り 直して 陳列 

室に 入り 錦の 壁 布の はぎ取られた 壁 を 改めてい たが、 

やがて テ— ブルに 倚つ てサ ラサ ラとぺ ンを 走らせた。 

そして 一 通の 手紙 は 探偵に 渡された。 

『私 は 今 大急ぎなん です：： 至急に 訪問し なければ な 

らぬ 人が あります から：. • この 手紙 を、 警察の 方が お 

出で にな つ たら 渡して 下さい。』 

『かしこまりました。』 

大佐 は 手紙 を 渡す と、 いらいらして 走る ように 出て 

行った。 しばらく その後 姿 を 見送って いた 探偵 は、 そ 



はいた ずらに 机上に ひるがえった。 ああ、 大佐 は果し 

て 自殺す るだろう か？ 

遺書 は 直ちに ス パルミ 〔# 「ミ」 は 底本で は 欠落 U ェン 

ト 夫人に 届けられた。 夫人の 驚き は くどくど しく 説く 

の 要は あるまい。 多くの 人 は 八方に 走り出た。 大佐の 

行 先 を 草 を 分けても 捜そうと する ためで ある。 婦人 は 

その 人々 の 吉報 を 今か今かと 首 を 長う して 待って いた 

けれど、 時間 は 遠慮なく 経つ ばかりで、 まだ 何の 消息 

もない。 

と、 その 曰の 暮れ方 ヴィル ダブ レイと いう 町から 電 

話が かかって 来た。 ただ今 トンネルの 出口に 顔の 形 も 



れ きさ つ 

ないように 無残に 鑠 殺された 一 人の 男が 発見され た。 

ちと 

固より 確かな 根拠の ある わけで はない が、 その 服装 や 

所持品な どから 〔# 「ら」 は 底本で は 欠落〕 どうも 大佐の 

人相 書と 符合す る 点が あると いうので ある。 

夫人 は、 取る もの も 取敢えず ヴィル ダブ レイ へ 急行 

した。 その 夜の 七 時 過、 停車場 前に 自動車 を下リ ると 

すぐ 駅 内の 一室に 案内 せられて、 眼前に 横 わって い 

る 一 個の 死体の 被い を 取られて 見せられた。 まさしく 

夫の 死体で ある こと を 一 目に して 承認した。 あはれ に 

も、 ス パルミエ ント夫 人工 ジス は、 かの 錦の 壁 布に 描 

かれた ェ ジス 王妃と 今 こそ 運命 を 同じく したので ある _ 



社会の 同情 は 期せず して 夫人の 一身に 集った。 と 同 

時に、 ァ ルセ —ヌ. ルバンに 対する 公憤 は その 極に 達 

した。 

輿論 を 尊重す る 一 新聞 は、 例の 如く ルバン 攻撃の の 

ろし を 挙げた。 

『今回の 事件 は、 彼に 対して 今まで 与えて いた 好意 を 

零に する ものである。 ァ ルセ ー ヌ. ルバン はこれ まで 

幾多の 罪悪 を 犯して いる。 しかし 彼の 相手た る 者 は、 

常に 曖昧 銀行と か、 独逸の 華族と か、 山師と か、 秘密 

政 客 等であって、 悪者に 対して 悪事 を 働いた ので あつ 

た。 中に も 最も 許すべき 点 は 人 を 傷つけ ぬと いう こと 



た。 と 同時に ァ ルセ —ヌ. ルバン を 憎む ことい よいよ 

甚 しくな つた。 中に も 前夜 招待され た 人々 は、 殊に 悲 

痛に 心 を 乱し、 嘆き 沈んで 身 も 世 も あらぬ 未亡人 を 取 

囲んで は、 口に は 言わね ど、 伝説の ェ ジスに さも 似た 

る 悲惨な 身の上に 涙 を そそいだ。 

しかし また、 遺憾な くこの 窃盗に 成功した ルバンの 

うち 

非凡なる 手の 中には 誰も 舌 を 巻いて 感嘆せ ぬわけ に は 

ゆかなかった。 警察 は 直ちに 盗 出方 法 を 説明した。 そ 

れは 陳列室 の 窓が 三つ 開け放さ れ てあつた ことが 探偵 

の 調べに よって 判明した が、 ルバン やその 手下 はこの 

窓から 忍び入つ たので あると いうので ある。 



かった。 総ての 事 はガニ マ ー ル 氏の 言う がま まにして 

おいた。 

ガニマ ー ル 刑事の 方 は 階下に 立籠って、 即刻 調査に 

かかった。 彼の 緻密な 頭脳 は、 かの 大きな 疑問の 波 を 

押し分け 押し分け 進んだ。 詳細な 研究 は 次第々々 に 進 

めら れた。 近隣で 問合せたり、 家の 組立 を実査 したり、 

二十 度 も 三十 度 も 電鈴 を 鳴らして みたり、 この 名探偵 

は あらゆる 能力 をし ぼ つ た。 

初めの 計画の 二週間 は 過ぎた が、 事件 は 依然として 

うち 

五里霧中の 裡 にあった。 刑 〔# 「刑」 は 底本で は 「刊匕 

事 は 更に 延期 を 願 出た。 捜索 課長 ジュ ズィ 氏が 心配し 



てガニ マ— ル 刑事の 研究の 実況 を 見に 来た 時には、 刑 

事 は 陳列室の 前に 梯子 を かけ、 その上に 上って 了 心に 

考えて いた。 

しかし 刑事の 脳 中には 本件の 解決に 関して 少しの 光 

明 も 見出さなかった ので ある。 

でも その 翌日 ジュ ズィ 氏が 再び そこ を 訪れた 時には、 

ガニ マ— ル 刑事 は 新聞紙 を 前に ひろげて、 身 も 魂 も 打 

込む ように 思案して いた。 初めは ジ ュズィ 氏の 問 〔# 

「問」 は 底本で は 「間 匕 にも 答えようと はしなかった が、 

強いて 尋ねて いると、 刑事 は 重い 口 を 開いて、 

『わかりません。 全く 解りません。 が、 ここに ほんの 



『ふ ふむ？』 ジュズ ィ氏は 考えた。 

『何 だって、 リイ ュ などへ 行く のだろう？』 

その 日 も、 次の 日 も 刑事から は 何の 便り もなかった 

しかし ジュズ ィ氏は 落胆し なかった。 彼 はガニ マ— 

ル 刑事 を 充分に 信頼して いた。 右腕と 頼む 刑事 主任の 

人物 をよ く 知っていた。 ガニマ ー ルの 一挙手一投足に 

は 必ず 確信 ある 根拠が ある こと を 疑わなかった。 

二日 目の 夜、 突 〔# 「突」 は 底本で は 「笑 匕 然 ジュズ 

ィ 氏に 電話が かかって 来た。 

『課長？ 課長です か！』 

『ああ、 君 は、 ガニマ ー ル 君？』 



『例の 家の、 階下の 部屋に。 しかしお 出で 下さる 時に 

は 庭の 門まで 迎えに 出ます。』 

『わかった！ 自動車だろう ね？ もちろん。』 

『はい、 十 歩ば かり 手前で 自動車 を 留めて、 口笛 を 吹 

いていた だけば、 すぐ 門 を 開けます：： そっと 吹いて 

下さい. • ： 家の 者に 聞えない ように。』 

五 

捜索 課長 は 主任 刑事の 請求 通り、 直ちに 出張の 命令 

を 下した。 



『 』 

捜索 課長 は、 色々 ガニ マ— ルに 囁いた が、 ガニ マ— 

ルは 返事 もしなかった。 課長 は 彼の 挙動の 尋常で ない 

の を 見て取った。 課長 は 彼の こんなに 昂奮して いる 様 

を かって 見た ことがなかった。 

『どうした。 変った 事が あるの かい？』 

課長 も 引 入れられて 緊張せ ざる を 得なかった。 

『はい、 今度 こそ は、 課長！ しかし 実に 自分に も 信 

ずる ことが 出来ない ような 事件です。 〔# 「。」 は 底本で 

は 欠落〕 でも、 断じて 誤ってい ません。 全く 真相 を摑 

みました。 事実と は 思われない 事実です。 全く、 噓で 



も 誤解で もありません。 真実です。』 

主任 刑事 は 額の 汗 〔# 「汗」 は 底本で は 「汚 匕 を 押し 

拭いながら、 充血した 眼 を 上げて こう 云った。 彼 は 冷 

水 を グッと 飲み ほして 気 を 落ちつけ ると 更に 語 を 続け 

た。 

『これまで 私 は 何度も 何度も 失敗り ましたが、 今度 こ 

そ は：：』 

『そんな こと はどうで もい い。 事件の 方 を、 結局 どう 

した？』 

『いや、 細かく 云わねば お 解りに なりません よ。 私の 

実験した いろいろの 事情 を 申 上げねば：： 合理的な 順 



序で ある ことが お 解りに なり ませ 〔# 「せ」 は 底本で は 

欠落〕 ん よ。』 

ガニマ ー ルの 意外な 意気込に、 課長 も 声 を 落して 聞 

き 入った。 

『これまで 何度もの 失敗に、 私 は さんざんな 目に 合い 

ましたが、 でも それによ つて、 自然 彼との 戦の 作戦に 

経験 を 積んだ のです。 そこで 本件に ついても、 事件 を 

聞く とすぐ 思いつい たの は、 ルバンと いう 奴 は、 こう 

すれば どうなる という 結果 を 考えない では、 何事 も 

やった 事はありません。 だから、 あの 壁 布が 盗まれれ 

ば 当然の 結果と して ス パルミエ ント 氏が 自殺す る くら 



『すると？』 

『あの 前夜の 招待 会で、 電燈を 消したり、 電鈴 を 鳴ら 

したりし たの は 何のた めでしょう。 これが 第二の 疑問 

です。 私 はこの 一行 動 を 以て、 恐怖 不安、 怪異の 心 を 

起させ、 本件に 対して 人の 嫌疑 をく らまそう とする 真 

犯人の 策略 だと 思います が、 いかがでしょう？』 

『さ ァ！』 

ふんみょう 

『もっとも、 分明した ことで はあり ませ 〔# 「せ」 は 底 

本で は 欠落〕 ん。 私自身 も 本 問題 は 考えれば 考える ほど、 

いよいよ 合点が行か なくなって しまいます。 ただこ こ 

に 一 道の 光明 は：：』 



ジュズ ィ氏は 愕然として 身 を 震わせた。 

六 〔# 「六」 は 底本で は 「七 匕 

『だって 君、 そんな 事が ある はず はない。』 

『なぜです？』 

『ま ァ、 考えて みたまえ。』 

『はい。』 

『そんな、 そんな 馬鹿な 事が：：』 

『どうしてです？』 

『考えられ も せんじゃ ないか。 そんな 馬鹿々々 しい 



ス パル ミ ェ ン トが ルバンの 共犯者 だなん て！』 

ガニ マ— ルは ニヤ リと 笑った。 

『御 もっともです。 しかしお 考え 下さい。 大佐が ルバ 

ンの 共犯者と すると、 すべての 問題 を 解く ことが 出来 

るんで す。 夜中に 三人の 探偵が 階下で 見張って いる 間 

に、 いや、 むしろ、 大佐から 強い シャンペンの 御馳走 

になって、 前後 も 知らず 眠って いる 間に、 大佐 は 壁 布 

を はずし 室の 窓から 外へ 出しました。 その 方面の 階下 

の 室の 窓 は、 全部 塗り つぶされて あり 〔# 「リ」 は 底本 

では 欠落〕 ますから 見張って いない 街の 方の 窓の 方 か 

らです • • • • コ 



(昨夜 リイ ュ 屍体 陳列 所で、 屍体が 一 つ 盗まれた。 こ 

の 屍体 は 前日 郵便 鉄道で 礫 死した もので、 身元 不明の 

青年であった 云々：： 屍体 陳列 所では 大 問題と されて 

いる。) 

ジュ ズィ氏 はだ ま つ て 考えて いた。 

『君 は、 これ を 関係が あると 思う か？』 

『リイ ュへ 行って 実否 をた だし ましたが、 この 記事に 

少しも 間違はありません。 その 屍体 は、 ス パルミエ ン 

ト 大佐が 招待 会 を 催した 夜盗み 出された もので、 一輛 

の 自動車に 積まれす ぐ ヴィル ダブ レ 〔# 「レ」 は 底本で 

は 欠落〕 ィへ 運び、 その 自動車 は 鉄道 沿線に 日暮れ ま 



でいた そうです。』 

『トンネルの あたりなん だね。』 

『そうです。 』 

『すると、 そこで ス パル 〔# 「ル」 は 底本で は 欠落 U ミエ 

ント 大佐の 衣裳 をつ けて 鑠 かれて いた 屍体 は、 その 屍 

体と 同 一 な もの だとい うの だね。』 

『そうです。 』 

『しかし、 そうなる と、 この 事件の 意味 はどうな るの 

だろう。 最初 壁 布 を 一枚 盗み、 次に それ を 取 戻し、 今 

度 は 十二 枚 全体 盗んだ。 一 体 どうした というの だろう。 

あの 招待 会、 あの 騒動：： どうも 解らない な ァ。』 



すよ。』 

『何 だ？』 

『例の ルバンの 乳母：：』 

『ビ クト アル？』 

『はい、 その 婆さん も今ス パルミエ ント 夫人の ソ— 

ニヤ. ク リシ ュノフ に ついて この 家に 来て いますよ。』 

『そのまま？』 

『いや、 料理人に 化けて：：』 

『そいつ は 有難い！』 

『まだあります よ、 課長！』 

ジ 〔# 「ジ」 は 底本で は 「シ匕 ュズィ 氏 はいきな り 刑 



事の 腕 を 両手で 握って 躍り 上った。 ガニ マ— ル 刑事の 

手 も 震えて いた。 

『まだ ある？ 何が？』 

『何が つて、 今頃 何のた めにあな たに 御足労 を 掛けた 

と 思われます。 ソ ー 二 ャゃ ビクト アルの 如き 小魚なら 

何も あなたのお 手 を 煩わし はしません。 あんな 者なら 

い つ だ つ て緦を かけられます。』 

『すると 9-』 

両人の 眼 はらん らんと 光った。 

『わかりません か？』 

『奴が？』 



同じく 藻 抜のから だ。 

『上に いるんだ。 ルバンの 部屋に：： 油断す るな！』 

ガニ マ— ルは 一 同に 注意した。 

八 人 一時に 四 階に 馳け 上った。 しかし、 ルバンの 部 

屋は 開け放されて、 同じく 人影 もなかった。 

ガニ マ— ル 刑事 は 血眼に なって 馳け 廻った が、 どの 

部屋に も、 誰もい なかった。 

『畜生！ 畜生！ どうしゃが つた？』 

すると、 三階へ 下りた ジュズ 〔# 「ズ」 は 底本で は 欠 

落〕 ィ 氏が、 ガニ マ— ル 刑事 を 呼んだ。 三階の 窓の 扉 

がー 枚 締めて はあった が、 ちょっと 押せば 開いた から 



『君が 庭の 蔭で、 僕 等 を 待って いた 時に 飛び出し たの 

だろう。』 

『それにしても なぜ 逃げた でしよう？』 

うち 

『うん、 保険金 を 握らぬ 中に：：』 

『今夜 急に 行って しまう わけ は 無 〔# 「無」 は 底本で は 

「無な 匕 い。』 

『どうも 不思議 だ。』 

いや、 実は、 不思議で も 何でもない。 それに は 明白 

な 理由が あった、 テ ー ブルの 上に はちゃん と ガニマ ー 

ル殿 という 一通の 手紙が 置かれて あった。 それ はま さ 



しく ルバンの 置 手紙で ある。 中にはす ベての 事情 こま 

ごまと、 しかも それ は、 あたかも 主人が 召使に 与える 

説明書の ような ものであった。 

その 文章に 曰く 

ァ ルセ— ヌ-ル パン、 紳士 強盗、 予備 陸軍 大佐 スパ 

ルミ ェン ト、 同 下男 及び 前 屍体 陳列 所 紛失 屍体た る 余 

は、 ガニ マ— ルと 称する 者の 当 邸に おける 勤務ぶ り を 

見て、 すこぶる 小才 あり、 かつ 頓智 ある 者な りと 考ふ _ 

依って これ を 証明す。 全力 を あげて 職務に 勉励し、 

何等の 根拠な きに よく 余の 計画 を 看破し、 保険会社 を 

して 四十 五 万 フランの 損害 を妨ぎ 得たり。 ただし、 階 



下の 電話 はソ ー ニヤ . ク リシ ュ ノフの 部屋に 装置され 

ある 電話と 相 通せる こと を 知らず、 捜索 課長へ 通報す 

ると 同時に、 余に 一 早く 事情 を 報告した る 功に より、 

莫大なる 保険金の 損害 を 容赦し、 かつ その 機敏なる 智 

能 を 賞す る ものな リ。 もし それ 電話 装置 を 看破し 能 は 

ざり し 如き は 大功 中の 小過、 毫も その 勝利の 価 を 減ず 

ベ きものに あらず。 ここに 感嘆と 尊敬との 意 を 表す。 

以上。 

ァ ルセ ー ヌ • ルバ ン 



底本： 「【婦人 パンフレット 第 八輯】 ァ ルセ— ヌ. ルバ 

ン」 婦人 文化 研究 會 

1922 (大正 U) 年匸 月^日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「恰も 丄 あたかも 貴方 丄 あなた 如何 ふい かが • い 

かん 幾何 ふいくら 些か 丄 いささか 何時 ふいつ 

愈 々ふいよ いよ 且丄 かつ 曾て • 嘗て. 甞て丄 かつ 

て かも 知れ— かもしれ 位— くらい 呉れ— くれ 



此処. 茲— ここ 毎— ごと 此 • 之— これ 流石— さ 

すが 左程 ふさ ほど 而も i しかも 然るに ふし かる 

に 暫く ふしば らく 随分 ふずい ぶん 頗る ふす こぶ 

る 直ぐ 丄 すぐ 其処 丄 そこ その 中丄 そのうち 沢 

山丄 たくさん 唯丄 ただ 但し 丄 ただし 給え 丄 たま 

え 為 ふため 丁度 ふちょう ど 一寸 ふちよ つと て 

居 ふて お て 了 i てし ま て 見 ふて み て 貰 i て もら 

何う して ふどうして 何処 丄 どこ 所が ふところが 

尚 ふなお 仲 々ふなかな か 何故 丄 なぜ 計り. 許り 

—ばかり 害— はず 甚だ— はなはだ 一 先ず— ひと 

まず 程丄 ほど 殆ど • 殆 んど丄 ほとんど 正しく 丄 



まさしく 先ず ふまず 亦 • 又 ふまた 迄 ふまで 儘 

丄 まま 間もなく 丄 まもなく 寧ろ ふむ しろ 若し 丄 

もし 勿論 丄 もちろん 尤も 丄 もっとも 漸く ふよう 

やく 僅か— わずか」 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※底本 内に は 「燈」 と 「灯」 が 混在して いますが、 そ 

のま まにしました。 

※読みに くい 漢字に は 適宜、 底本に はない ルビ を 付し 

た。 

入力： 京都大学 電子 テク スト 研究会 入力 班 (山 本 貴 之) 



校正 ： 京都大学 電子 テク スト 研究会 校正 班 (大久 保 ゆ 

う) 
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